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和文誌の件について 
  

発生生物学会和文話発刊については ，昨年の運営委員会によって ，原案の作成を 古谷雅樹， 

柳島 直彦，岡田節人に 依頼されました。 運営委員会各位の 意見を参考に 入れつつ，この 三床   

が現在準備されました 原案は次のようなものであ @) ます。 これを原案として ，次回の運営委 

  

員 金て討議されることになりますので ，現在の段階で 会員各位にお 知らせすると 共に，原案 

に関するご意見を ，事務局，または 上記の三 氏 いずれか宛てに ，どしどしお 寄せ下さい。 

        会の機関紙としての 枕史 誌を年一回刊行する。 

      2. この雑誌の名称は「発生生物学誌」 ( 以下，単に機関紙と 略す ) とし，ナンバー 田口実 

験 形態学会以来のものを 引きっ ぐ 。 ， 

5. 内容は，年次大会の 要約 ( 旧 実形 誌 と同体裁，印刷一頁，これ 以上のものは 超過貫代 を 

請求する )  , 年次大会の際に 開催されると 思われる smalI meeting,symposium 

などの記録 ( 責任者から原稿提出を 求める ) , 学会の運営，行事についてのアナウンス メ 

プト，報告，その 他とする。 

4. 年次大会で講演を 行なわなかった 会員にも，あ まねく大会講演要約し 同体裁の報告の 誌 

上 参加を求める。 これによって ， 水 機関紙が全会員に 公開されたものであ ることを明らか   

にし， i% 局紙たるの機能の 発揮に務める。 

5, 水 機関紙の研究報告は ，一種の sho Ⅰ か ㎎。 ㎝ munjcation  と考えられるから ， 

同内容の full paper  を他誌に発表するのは 自由であ る。 

  
以上の機関誌 は 全員にあ まねく公開されるものも ， こ 才もに - よって，会員各位の 現在の研究 

-  上の興味と関心とを ，お互いに知り 合うことを意図しています。 しかし，我が 国における 発 

生生物学に対する 関心の高ま @) は ，会員内はもとよ @) , 会員外にも大きく ，また，我が 国発 

生生物学関係の 研究水準は， 極ね めて高いものがあ ります。 このような現状に 応ずるため， 

発生生物学会編として ，別に不定期刊行物を 発刊します 似下 刊行物と略す ) 。 この刊行物 

の 内容として，次のようなものを 考えています。 

    発生生物学会編とし ，わが国の研究者 申 執筆を依頼して ， 1 50 ～ 200 頁程度の刊行 

吻を不定期 ( 但し，一応，年一回を 目標とする ) に刊行する。 

2.  内容は，かなり 高度に学術的なものとし ，たとえばアメリカの G 「 owth  Sympo 一 
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sium  程度を目標とする。 

5. 各冊は ，それぞれ別のタイトルとし ，それに関係あ る原稿を集める。 原稿の依頼先は 会 

員 に目隈らない 0 

4. 印刷，発行は 某書店が行なうが ，会員には発行の 都度アナウンスして ，希望者 ヰま 割引 価 

格 で球められる よう にする。 

5, 機関紙，刊行物ともに ，同一の編集委員があ たる。 編集委員としては ，会の内規による 

九名は多すぎると 考えられ，五名程度が 適当で，残りは 空席とする。 

  

欧文話 に ついての報告 

編輿主幹 梅 山 正 雄 

会則の付記事項にしたがって ，昭和 45 年の欧文 話 はさしあ たり 且 mbryologla の 

誌各 で 1 0 巻を完結することになっておりました。 佐藤忠雄氏が 編集主幹として 鋭意その編 

集に 肖 られ， Embryol.ogia め詩 名の終りを飾りました。 欧文 誌 配布希望の会員諸氏に 

は 4 月上旬にお 届 げしたと存じます。 

今年度から 詰名が DeveIopm@ent,Growth  and Di fferenti at io.n と変 

わり，新しい 機構に移ります。 会員諸氏の御職 捷と御 援助なお願い 申し上げます。 

現在， DGD のの 御 寄稿論文は 1 1 篇あ り，順次レフェリ ーな   回覧，定稿ずみのものや 定 

稿化しつつあ るものがあ り， ガ ] 号は予定よりや」おくれますが ， 5 月中には発行したいと 

思います。 おくれをとりもどして ，今年末までには 牙 4 号まで完結するよ う 努力いたしま・ ダ 。       

多く 瑚憂 れた論文をお 寄せ下さいます よう お願い申し上げまず。 とくに，微生物系 @ 分子生 

物系の論文もふやして ，発生生物学の 流れに沿 い た いと 念願 い たします。 まだ，この面で 原 

稿をいた 寸い ておりませんので ，是非とも御協力をお 願い申し上げます。 

印刷は従来 東崎 印刷でしてお @) , 最初，編集委員会でも 東崎で 続けるとの意向であ りまし 

たが，種々検討の 結果，印刷所を 変えて荒川印刷にたのむことに 大体決定しました。 本文 や 

写真の見村別りを 何回か荒川 紳 試み。 その結果が良好なのでこれにふみ 切りた日ど思います。 

従来の活字組版の 印刷でなく， lBM の欧文植字機によりますので ，字体が欧米なみになり   
  

仕上がりが早くなる 利点があ ります。 校正は楽になるよ う ですが，活字組版の 場合と多少 勝 
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手がちがいますので ， 御 寄稿の方々の 御理解を得て 成功させたいと 思います。 

原稿のいわゆる ダ 切はもうけませんので ，ど う 初通 時 ，続々原稿をお 寄せ下さる よ う重ね 

， てお願い申し 上げます。   
  

  

  

第 2 回大会 @ にづいて 

大会委員長 木戸哲二 

@l [[[ ｜ [[ 「．日程の件 : サーキュー ヲ ffo,2, でおしらせしましたが ，一部変更させて 戴きます。 その 埋 

由は大学紛争にもかかわらず 多くの講演申し 込みのあ ったためで，講演される 方は次の講 

演 時時間変更には 充分 御 留意下さい。 
  

オ 2 日 C6 円Ⅰ 日 ) 

8 . 5 0 

午 前 

1 2. 0 0   
昼 

  
食 

1 5. 0 0 1 5. 0 0 Ⅰ 一般講演 
… 

テ 。 ユカタション 

1 6. 0 0 ミーテ ィ ンク y   

午 後 ｜ 総 会 
Ⅰ 8 . 0 口 

Ⅰ・ 1, 懇親会     
1 9. 5 0     

2. 講演時時間変更 : ァ 0 頴を超え ，る 講演が予定されておりますので ， ] 題 「 2 分講演 る 

分 討論にさせて 戴きます。 サーキュー ヲ禰 ， 2 で 20 分の持時制としてお @), 出来るだ け 充 

実したものとするため 時時間の矩 縮 はさげたいと 思いましたが ， 2 日間という時間の 関係 

で 止むを 得 ませんでした。 また会場数を 多くすることにも 問題が多く，講演を 比較的早く 

から始めぬ は な @) ませんが 御 協力お願い致します。 時間不足のとこ ろ は ヂ ヌカノション ， 

- ヰ "- 一 ア イングなどで ， お ぎない下されば 幸です。 

5. 講演要約の原稿について : 原則的にⅡ 頁 印刷になるように 希望しましたが ，出来るだ け 

一る一 

  

  

  



" 2 頁印刷になるような 原稿の方が 希 ましいとの本部からの 要請があ りました。 記述要項 

ほ ついてはサーキスーラー 禰 2 を御参照下さ㎏ 

4.  デスカノン 辿ン ，ミーティンバについて : 現在のところ 次のような案がよせられてお 

り ，大会委員会と 関係者の間で ，具体化が検討されて お ります。 これらのうち ，すでに 

オルガナイザーが 決定されておるものは ，そのお名前を 記入しておきましたが ，その他 

0 分につ。 いても実現可能となるよ う 交渉を進めております。 積極的に参加下さいます ょ 

っに 。 

i )  受精から初期発生の 問題 とくに 核一 細胞質関係を 中心として 

Ⅱ )  分化の研究に 関して組織培養系の 可能性…… ( 論点として⑬現在可能な 点   
⑮将来の可能性，⑩微生物などの 系を用いた場合の 可能性 ) 

Ⅲ )  昆虫の細胞の 培養と分化 C 遺伝研 黒田 ) 

㎜ )  発生免疫ならびに 免疫的手法④ 沢 大 右田， 東 大萩原 ) 

V)  植物ホルモン 学の問題点、 ( 大阪市大増田 ) 

V け 陰 柘植物の形態形成 

5, 宿舎の件について : まだ申し込みの 余地があ ると思われますので ，出来るだ け 早く ， 
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なりましたから 御注意下さい。 

6. プロバラムは 大会前におとど け します。 また講演要旨は 大会当日受付にてお 渡しし 瞑す 。 

7. 懇親会 は ついて : ビールとつまみは m 煮 しますが，夕食 御 神聖の方は別に 2ao 円で 

大会初日午前中に 受付にお申し 出下さい。 

事務局からのお 願い 
「． 会費納入について     

会の財政状態は 芳しくあ りません。 昨年度会費の 納入率はる 0% 程度ですのでお 払 い 

込みに御協力下さい。 お払い込みは ， 和 政岡 詰 希望者 3,000 円 ，いずれか一方の 希望 

者ィお 00 円 とし，郵便振替 ( 口座番号．・ 京都 1 5 650  加入者名三菱銀行田町 支 

店 ) にて，通信欄に 必ず発生生物学会会費と 御記入下さい。 ・ 

2. 会費変更について 

レ 4 ゆ 

    
  

  
    



    

  

欧文 誌 CD. G. D) が季刊となりますし ，会が発足して 後に今日までの 会の収支を 

検討した結果等から 考えて会費を 一部変更する 件について検討されております。 会員に 

実質的負担の 増加することは 考えられておりませんが ，会の運営をⅢ 憶苛 にし，会員に 会 

を 利用していただくためにはあ る程度の会員数の 増加なり会費納入率の 増加の面で御協 

力戴かぬ は なりません。 総会で提案する 予定ですので ，出来るだ け 多くの方の御出席を 

お願い致します。 

5. 今秋発刊の発生生物学誌につⅠ 荘 

オ 2 回大会の講演要約等を 中心にしたものになりますが ，このサーキューラ 一のはじ 

めにの ぺ られている案にしたがって ，誌上参加の 短 報 形式のものの 募集も考慮されまし 

たが，今回の 大会の講演数等からみて ，また現在の 会の経理から 考えて，今回は 誌上奏 

加の件は一応ペンディンにいたします。 運営委員会で 充分検討の上総会におはかり 致し 

ます。 

告 知 板 

この度本学会の 団会長が International  Society  for  Cell 

Biology  (President  : M  CH 凸 rREMoNT) の名誉会員に 

DaIcq , R Ⅰ nstrom  教授らとともにおされました。 

御 承知のようにこの 協会はパリに 本部を置き国際的に 権 威の高いものであ り，発生生 

生物学とは深くっながりのあ る粗織です。 
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